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報告要旨：

トランプ政権は選挙中の公約通りに就任直後の2017年1月25日に、出入国管理に関して

連邦法に従わず、移民関税執行局（ICE）への情報提供を拒み、不法移民を「匿っている」と

される「聖域都市(sanctuary city)」に対して連邦補助金を停止する方針を打ち出した大統

領令第13768号を発令した。これに対して1月31日には聖域都市であるサンフランシスコ

市が違憲訴訟を提起するなど全面対決の姿勢を示した。不法移民を匿う「リベラルな」聖域

都市と、取り締まりを強化しようとする「差別的な」トランプ政権の対決という単純な図式で

捉えられがちだが、聖域都市政策をめぐっては当事者である諸都市や州政府のスタンスも

様々であり、同じ都市でも試行錯誤を繰り返してきた。本報告ではサンフランシスコ市での

実態調査をもとに、聖域都市政策をめぐって連邦、州、地方政府がどのように対立している

のか、またその対立はトランプ政権下固有のものなのか、オバマ政権との連続性があるのか、

などの問題について考察してゆきたい。
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